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本日の発表の流れ

キーワード
• 地域とつながる大学生サポーターの養成
• 互いの成長を促す

1.「外国人児童生徒支援研究」の実践
2.「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」の実践
３. 今後の展開



1.「外国人児童生徒支援研究」の実践

「外国人児童生徒支援研究」春学期（7, 8月5週間）・1単位

【到達目標】

① インターネットを活用した遠隔支援システムによる日本語支援に
必要な基礎知識を習得することができる。

② 日本語支援サポーターの役割を理解し、①に必要な方法を
身につける。



カリキュラムの大枠

第1回
第2回

オリエンテーション

日本語支援サポーターの役割を考える①

第3回
第4回

日本語支援サポーターの役割を考える②

日本語支援サポーターの役割を考える③

第5回
第6回

やさしい日本語を意識した授業デザイン

実践に向けて①

第7回
第8回

実践に向けて②

実践に向けて③

第9回
第10回

授業デザイン発表会

全体の振り返りと総括

日本語支援サポーターの役割の理解

オンラインでの日本語支援に必要な
基礎知識と方法の習得

実演と振り返り

①小学校の取り出し支援ボランティア

②夜間中学の数学教員

③オンラインで日本語および教科支援を行う
NPO団体所属の講師

1.「外国人児童生徒支援研究」の実践
地域とつながる大学生サポーターの養成



授業デザインシート

・支援する児童の背景

・日本語と教科学習 両方の学習目標

・オンラインでどうやって伝えるか

1.「外国人児童生徒支援研究」の実践



課題の段階

〈たし算〉の模擬授業を見て、その内容を授業デザインシートに落とし込む
（全グループ同じ課題）

各課題に対する授業デザインシートを作成（暫定版）→ FB → 修正版提出

修正版授業デザインシートより一部模擬授業→ FB → 最終版提出

新たな課題の授業デザインシート作成（最終レポート）

グループ

個人

1. 「外国人児童生徒支援研究」の実践

学年、専門
実習経験

互いの成長を促す仕組み



【文章題】各チーム3題
〈かけ算〉

1はこ5こ入りのキャラメルが7はこあります。キャラメルはいくつあるでしょう。

〈わり算〉

おり紙が40 まいあります。1人に8 まいずつ配ると、何人に分けられますか。

〈時間と時刻〉

ジェットコースターの列に10時25分からならんで、乗れたのは10時52分でした。

何分ならびましたか？

〈円と球〉

コンパスを使って同じもようを書きなさい。

図 ©小学生の無料学習プリント【ちびむすドリル】http://happylilac.net/syogaku.html

1. 「外国人児童生徒支援研究」の実践



授業デザインシート

「円と球」グループ

（1）コンパスを使って、次の円をかきなさい。

・半径が 2cm の円 ・直径が 3cm の円

(2)コンパスを使って同じもようを書きなさい。

©小学生の無料学習プリント【ちびむすドリル】
http://happylilac.net/s yogaku.html

1. 「外国人児童生徒支援研究」の実践



日本語学習・教科学習それぞれの学習目標

「円と球」グループ

1. 「外国人児童生徒支援研究」の実践



オンラインでの算数授業デザインの実演

「円と球」

コンパスを使って下の図と同じ模様を書く

教具を作成

1. 「外国人児童生徒支援研究」の実践



「円と球」グループ 授業デザインシート

1. 「外国人児童生徒支援研究」の実践



2. 「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」の実践
「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」 9～3月, 3単位

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学生

生徒

保護者

大学教員

学校教員

コーディネーター

DLA
実施

DLA
結果
報告
会

全
体
報
告
会

日本語学習支援・教科学習支援

ガイダ
ンス

生徒
との
交流
会 DLA

結果
報告
会DLA

実施



「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」 9～3月, 3単位

月 火 水 木 金 土 日

2. 「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」の実践

学生A 学生B 学生C
支援

ピアサポーター

デザインシート

自己評価シート

ピア評価シート

ミーティング 学生3名＋教員

デイリーレポート

他チーム
学生D

LINE 随時（支援内容の相談、デザインシートへのコメント等）

デザインシートの改善

支援ビデオ

学生B 学生C 学生A

学生A 学生B 学生C

随時

支援
自己評価シート
デイリーレポート

ピア・サポート
ピア評価

デザインシート

ミーティング

支援動画

LINE

実際の支援時のデザインシート・PPTの共有



自己評価シート・ピア評価シート
2. 「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」の実践

互いに成長し合える仕組み



2. 「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」の実践
「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」 9～3月, 3単位

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学生

生徒

保護者

大学教員

学校教員
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結果
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実施



第2回目, 11月27日 第9回目, 1月29日学生E



第9回目, 1月29日第1回目, 10月30日学生E



第2回目, 11月27日 第9回目, 1月29日学生E



地域とつながり、互いに成長し合える仕組み

• 座談会⇒・T-ACT（つくばアクションプロジェクト）, 
DACセンター, 教職, 学類授業窓口での広報

・2週間に1回のローテーション（4年生も担当可能）
・支援外の時間での共有（学校行事、給食への参加）
・ピンチヒッターバンク

• 地域との連携

2.「外国人児童生徒支援実習Ⅰ」の実践



3. 今後の展開
• 支援している生徒の教員、保護者との連携強化

• 保護者への生徒の学習の様子を知らせるツール

• 他学類の学生への広報⇒自分の専門に合った教科支援

• プロジェクト・サポーターの養成

• 全国の学校現場で大学生サポーターが即戦力となって活躍
⇒人材不足解消

• 地域への働きかけ
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